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議長が市内を駆け巡るよ！

庄原探訪 ~議長が行く~

88

新企画!
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庄原探訪 ~議長が行く~

何百年もの時を超え、人々の暮らしを見守り続ける一本の巨樹。
庄原には、訪れた人だけが味わえる感動があります。

　「庄原探訪 ～議長が行く～」
では、議長が実際に庄原市内の
風景や人物を訪ね歩き、地域に
息づく自然や文化、人々の営み
を皆さんにお伝えします。

　記念すべき第１回は、西城町
熊野にある国の天然記念物「熊
野の大トチ」です。

　地域では古くから大切に守ら
れ、時代が変わっても人々の敬
いの心は受け継がれ、今日まで
庄原の宝としてその姿を残して
います。

　近年、この場所は映画のロケ地としても注目を
集めました。
　カンヌ国際映画祭にも出品された映画『箱の中
の羊』の撮影が行われ、その幻想的な風景は世界
へ発信されています。
　しかし、映像や写真では伝えきれない魅力があ
ります。
　木漏れ日の中で見上げる枝葉。
　川のせせらぎ。
　風に揺れる葉の音。

　そのすべてが一体となり、この場所だけの特別な時間をつくり出しています。

第１回 熊野の大トチ  ～悠久の時を刻む庄原の巨樹～

堂々とした姿を見せる国の天然記念物
「熊野の大トチ」

魅力あふれる大トチ�
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　「庄原探訪 ～議長が行く～」では、庄原市内各地の魅力を現地からお届けします。何気ない
風景の中にも、地域の歴史や人々の想いが息づいています。皆さんも庄原の魅力を再発見する旅
に出かけてみませんか。

　熊野の大トチの前に立つと、人の一生は自
然の歴史のほんの一瞬なのだと感じます。
　　　　　　　
　この巨樹が地域の皆さんによって大切に守
られてきたことに深く敬意を抱きました。

　庄原には、このような誇るべき宝が数多く
あります。ぜひ現地を訪れ、その迫力と静け
さを体感していただきたいと思います。　

　西城町市街地から国道183号を北上し、熊野神社方面へ左折。白い看板の所から集落の道を登
り竹林が見えたらもう間もなく！駐車場で車を降りたらそこは神聖な空気をまとったせせらぎ
が……

庄原市の魅力をお届けします！�

議長のひとこと�

・所在地：庄原市西城町熊野
・国指定天然記念物
・中国地方最大級のトチノキ
・四季折々に異なる表情が楽しめる庄原を代表する自然景観

熊野の大トチDATA

ルールやマナーを守って
静かに楽しんでね！
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議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果

6月8日 議案

76 専決処分の承認を求めることについて�
（庄原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承 認

77 専決処分の承認を求めることについて�
（庄原市税条例の一部を改正する条例） 承 認

103 庄原市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
104 庄原市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
105 庄原市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
106 庄原市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
107 庄原市公立学校体育施設の開放に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
108 財産の取得について 原案可決
109 損害賠償の額を定めることについて 原案可決
110 令和８年度庄原市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

6月26日

議案

111 令和８年度庄原市一般会計補正予算（第２号） 原案可決
78 庄原市教育委員会委員の任命の同意について 同 意
79 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
80 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
81 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
82 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
83 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
84 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
85 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
86 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
87 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
88 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
89 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
90 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
91 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
92 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
93 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
94 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
95 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
96 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
97 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
98 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
99 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
100 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
101 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
102 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同 意
112 損害賠償の額を定めることについて 原案可決

発議

3 地方財政の充実・強化に関する意見書 原案可決
4 核兵器禁止条約第１回再検討会議へのオブザーバー参加を求める意見書 原案可決

5 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度負担率
の引上げをはかるための2027年度政府予算の拡充を求める意見書 原案可決

■賛成全員のもの

定例会議決結果令和8年6月
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一般質問
６月定例会では、14名が個人質問を行いました。

　
　
　
高
齢
化
に
加
え
単
身
世
帯
が
増
加

傾
向
に
あ
る
本
市
に
お
い
て
、
何

を
重
要
視
し
た
事
業
と
な
る
の
か
。

　
　
　
孤
独
・
孤
立
の
背
景
に
は
複
合
的

な
課
題
が
絡
み
合
っ
て
い
る
た

め
、
属
性
や
世
代
を
問
わ
ず
相
談
で
き
る

包
括
的
な
体
制
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
相
談
・
参
加
・
地
域
づ
く
り

を
一
体
的
に
行
う
「
重
層
的
支
援
体
制
」

の
構
築
を
進
め
て
お
り
、
関
係
機
関
の
連

携
や
住
民
同
士
で
の
見
守
り
合
い
を
促
進

し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
支
援
」
を

推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
郵
便
局
の
存
在
は
、
窓
口
業
務
の

み
な
ら
ず
集
配
車
の
貨
客
混
載

等
々
、
そ
の
連
携
内
容
は
広
範
囲
に
わ
た

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
と

な
る
。
現
段
階
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
地
域
に
根
差
し
た
郵
便
局
と
の
幅

広
い
分
野
で
の
連
携
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
第
３
期
庄
原
市
行
政
経
営
改
革

大
綱
の
改
善
事
業
に
位
置
付
け
て
お
り
、

市
内
22
箇
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る

強
み
を
生
か
し
た
連
携
メ
ニ
ュ
ー
を
研
究

し
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
実
現
性

の
高
い
も
の
か
ら
段
階
的
に
検
討
を
進
め

て
い
く
。

「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」
に

基
づ
く
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問答

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
の
郵
便
局
と
の

連
携
に
つ
い
て

問答

近
こん

藤
どう

　久
ひさ

子
こ

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

誰一人
　取り残さない
　　　　社会へ
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　
国
際
紛
争
の
長
期
化
や
情
勢
の
悪

化
に
よ
り
、
農
畜
産
業
に
お
け
る

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
や
、
さ
ら
な

る
不
安
定
化
が
想
定
さ
れ
る
な
か
、
生
産

者
の
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
課
題
認
識

並
び
に
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

　
　
　

飼
料
の
高
騰
対
応
と
し
て
、「
飼

料
高
騰
対
策
臨
時
支
援
事
業
」
を

実
施
す
る
。
農
畜
産
業
の
経
営
に
お
い
て

は
、
即
効
性
の
あ
る
支
援
と
、
中
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
経
営
合
理
化
と
安
定
化

を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に
よ

る
省
力
化
や
、
６
次
産
業
化
に
よ
る
収
益

性
の
改
善
に
取
り
組
む
。

　
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
必
要
な

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
令
和
６
年
の
全
国
の
農
作
業
事
故

死
亡
者
数
は
２
８
７
人
で
あ
り
、

10
万
人
あ
た
り
の
死
亡
事
故
者
数
が
14
・

８
人
と
極
め
て
危
険
性
の
高
い
産
業
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
農
作
業
事

故
の
実
態
と
、
農
業
の
安
全
対
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
農
業
就
業
者
の
高
齢
化
や
中
山
間

地
の
地
形
条
件
な
ど
に
加
え
、
作

業
へ
の
慣
れ
に
よ
る
油
断
や
熱
中
症
対
策

不
足
な
ど
に
よ
る
事
故
リ
ス
ク
が
存
在
す

る
。
啓
発
活
動
の
効
果
を
継
続
さ
せ
る
た

め
、
作
業
者
自
ら
の
安
全
意
識
を
高
め
る

実
践
的
な
啓
発
内
容
や
手
法
の
見
直
し
を

行
う
。
さ
ら
に
、
安
全
対
策
に
必
要
な
機

材
や
装
備
等
の
実
態
調
査
を
進
め
、
啓
発

に
活
用
し
て
い
く
。

中
東
情
勢
の
悪
化
等
、

国
際
紛
争
の
状
況
を
踏
ま
え
た
、

本
市
に
お
け
る
影
響
等
に
つ
い
て

問答

農
業
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問答

　
　
　
庄
原
地
域
を
含
め
た
各
支
所
に
地

域
の
未
来
を
と
も
に
考
え
、
活
動

し
て
い
く
「
共
創
の
場
」
と
な
る
「
地
域

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
置
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

行
政
経
営
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

自
治
振
興
区
や
郵
便
局
等
と
連

携
し
た
地
域
運
営
体
制
の
構
築
を
検
討
し

て
お
り
、
こ
れ
は
議
員
提
案
の
「
地
域
共

創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
近
い
概
念
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
支
所
に
地
域

共
創
業
務
を
専
任
で
担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
を
検
討
し
、
課
題
把
握
や
調

整
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

　
　
　
職
員
の
待
遇
改
善
等
に
資
す
る
た

め
、
集
落
支
援
員
や
指
定
地
域
共

同
活
動
団
体
等
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、

積
極
的
に
財
源
の
確
保
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

　
　
　
交
付
金
見
直
し
で
は
業
務
と
経
費

の
仕
分
け
を
行
い
、
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
形
に
整
え
る
こ
と
を

主
眼
と
し
て
い
る
。
活
用
可
能
な
制
度
で

の
財
源
確
保
は
当
然
目
指
す
が
、
議
員
提

案
の
集
落
支
援
員
制
度
等
は
専
任
要
件
の

制
約
が
あ
り
、
複
数
の
業
務
を
担
う
現
状

の
事
務
局
職
員
で
は
満
た
せ
な
い
。
ま
ず

は
業
務
仕
分
け
の
整
理
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
支
所
の

�

あ
り
方
に
つ
い
て

問答

こ
れ
か
ら
の
自
治
振
興
区
の

�

あ
り
方
に
つ
い
て

問答

岡
おか

野
の

　　茂
しげる

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

木
き

山
やま

　義
よし

仁
ひと

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

協働の
　まちづくりから
共創の
　まちづくりへ

安心して農業ができる
　　　　環境づくりを
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　
❶
本
市
の
商
工
振
興
の
今
後
の
方

向
性
、
と
り
わ
け
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
係
に
期
待
す
る
役
割
に
つ
い
て
市

長
の
所
見
は
。

　
❷
本
市
の
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
発
展
と

成
長
を
支
援
す
る
た
め
の
理
念
型
の
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
振
興
条
例
が
必
要

と
考
え
る
が
。

　
　
　
❶
本
市
の
商
工
振
興
は
、
こ
れ
ま

で
の
延
長
線
上
に
な
い
新
た
な

発
想
と
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
商

業
者
支
援
や
創
業
、
企
業
の
先
進
技
術
導

入
を
強
化
す
る
方
針
で
あ
る
。

　
特
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
係
は
、
起

業
家
支
援
や
市
外
事
業
者
と
の
連
携
に
よ

る
新
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と
、
産
学
官
連
携

を
通
じ
た
先
進
技
術
導
入
や
高
付
加
価
値

な
製
品
開
発
を
促
進
し
、
産
業
の
持
続
的

成
長
の
実
現
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
。　
　
　

　
❷
本
市
で
は
理
念
型
の
基
本
条
例
は
制

定
し
て
い
な
い
が
、
市
内
商
工
会
議
所
や

商
工
会
、
金
融
機
関
等
と
連
携
し
、
中
小

企
業
や
小
規
模
企
業
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
県
内
の
理
念
型
条
例
は
す
べ
て

新
規
制
定
で
あ
り
、
助
成
型
の
条
例
か
ら

改
正
し
た
事
例
は
な
い
。

　
今
後
も
関
係
団
体
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
て
事
業
者
の
声
を
把
握
し
、
第
３
期

長
期
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
持
続
的
に
発

展
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

商
工
振
興
に
つ
い
て

問答

　
　
　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
要
請
に
よ
り
、
２

０
２
４
年
１
月
、
利
用
が
低
迷
す

る
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
備
後
庄
原
駅
～
備
中
神
代

駅
間
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
向
性
を
議
論

す
る
再
構
築
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
今
年

は
協
議
会
の
期
限
の
目
安
と
さ
れ
る
３
年

目
を
迎
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
本
市
は
再
構
築
協
議
会
に
お

い
て
、
芸
備
線
の
存
続
を
強
く
訴
え
て
き

た
が
、
最
終
局
面
に
入
っ
た
今
、
本
市
に

と
っ
て
の
芸
備
線
の
価
値
や
必
要
性
を

国
、
県
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
引
き
続
き
強
く

示
す
と
と
も
に
、
存
続
に
向
け
て
あ
ら
ゆ

る
方
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
よ
り
強
い
意

志
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
る

が
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　
芸
備
線
再
構
築
協
議
会
に
お
け
る

最
適
な
交
通
モ
ー
ド
の
議
論
に

お
い
て
、
本
市
は
利
用
者
数
や
収
支
な
ど

の
定
量
的
な
指
標
だ
け
で
評
価
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
住
民
の

移
動
手
段
と
し
て
の
役
割
や
観
光
・
交
流

の
促
進
、
沿
線
地
域
の
活
力
維
持
な
ど
、

数
値
で
表
し
に
く
い
定
性
的
な
価
値
も
踏

ま
え
た
総
合
的
な
評
価
の
必
要
性
を
強
く

主
張
し
て
い
る
。

　
あ
わ
せ
て
、日
程
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、

方
針
決
定
に
至
る
議
論
の
プ
ロ
セ
ス
が
軽

視
さ
れ
な
い
よ
う
事
務
局
へ
繰
り
返
し
求

め
て
い
る
。
最
終
的
な
方
針
は
関
係
者
の

合
意
で
決
定
さ
れ
る
が
、
本
市
は
鉄
道
の

維
持
・
存
続
へ
の
強
い
思
い
を
持
ち
、
引

き
続
き
国
や
県
へ
必
要
な
要
望
や
提
言
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
自
治
体
と
の
連
携

を
一
層
深
め
て
今
後
の
議
論
に
臨
ん
で
い

く
。

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
に
つ
い
て

問答

國
くに

利
とし

　知
とも

史
ふみ

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

五
ご

島
しま

　　誠
まこと

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

これからも
　芸備線とともにまちづくりを

中小企業・小規模事業者の
　持続的な発展と成長を支援
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
、
消
費
低

迷
等
に
よ
り
、
市
内
事
業
者
の
経

営
や
市
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
独
自
支
援
策

や
相
談
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
国
や
県
に
ど
の
よ
う
な
支
援

の
拡
充
を
求
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
物
価
高
騰
等
に
よ
る
厳
し
い
経
済

状
況
に
対
し
、
市
独
自
の
大
規
模

支
援
策
を
講
じ
、
抜
本
的
解
決
を
図
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
や
県

の
支
援
策
を
最
大
限
に
活
用
し
、
連
携
し

て
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
や
相
談
対
応
に

努
め
る
。
さ
ら
に
、
今
後
の
状
況
悪
化
も

見
据
え
、
全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
や

県
へ
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
策

の
拡
充
等
、
必
要
な
声
を
届
け
て
い
く
。

　
　
　
災
害
時
に
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と

す
る
難
病
患
者
等
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
や

活
用
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
停
電
時
の
電
源
確
保
を
は
じ

め
、
安
心
し
て
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の

支
援
体
制
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
民
生
委
員
と
連
携
し
、
個
々
の
医

療
・
介
護
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
個
別

計
画
書
を
作
成
し
、本
人
同
意
の
う
え
で
、

関
係
機
関
へ
情
報
提
供
を
行
い
、
迅
速
な

避
難
支
援
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
停
電
は
医
療
機
器
利
用
者
の
生

命
に
関
わ
る
た
め
、
可
搬
型
発
電
機
や
電

気
自
動
車
等
の
公
用
車
お
よ
び
車
両
か
ら

給
電
機
に
よ
る
電
力
供
給
体
制
を
整
備
し

て
い
る
。
有
事
に
は
資
機
材
を
指
定
福
祉

避
難
所
等
へ
迅
速
に
配
備
し
、
安
全
確
保

に
取
り
組
む
。

物
価
高
騰
等
に
よ
る

今
後
の
地
域
経
済
対
策
に
つ
い
て

問答

災
害
時
に
お
け
る
難
病
患
者
等
の

�

避
難
支
援
体
制
に
つ
い
て

問答

　
　
　
三
次
・
安
芸
高
田
・
広
島
ま
ち
づ

く
り
交
通
協
議
会
で
の
Ｊ
Ｒ
西

日
本
の
広
島
～
三
次
間
の
機
能
強
化
策
の

提
案
が
再
構
築
協
議
会
の
議
論
に
与
え
る

影
響
は
。

　
　
　
三
次
・
安
芸
高
田
・
広
島
ま
ち
づ

く
り
交
通
協
議
会
で
議
論
さ
れ

る
三
次
〜
広
島
駅
間
の
機
能
強
化
は
、
芸

備
線
の
利
用
促
進
や
広
域
観
光
を
通
じ
た

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
要
な

取
り
組
み
で
あ
る
。
広
域
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
意
義
を
踏
ま
え
、
同
協
議
会
の

最
新
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
多
様
な
視

点
を
持
ち
な
が
ら
芸
備
線
再
構
築
協
議
会

の
議
論
に
臨
ん
で
い
く
。

　
　
　
保
護
者
か
ら
の
児
童
・
生
徒
の
欠

席
連
絡
が
な
い
場
合
や
、
路
線
バ

ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る
児
童
・

生
徒
が
バ
ス
停
に
見
当
た
ら
な
い
場
合
の

連
絡
体
制
は
。

　
　
　
児
童
・
生
徒
が
事
前
連
絡
な
く
欠

席
し
た
場
合
、
保
護
者
へ
連
絡

し
、
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
家
庭
訪
問
を

行
う
な
ど
、
安
否
が
確
認
で
き
る
ま
で
対

応
を
継
続
す
る
。

　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
時
は
事
業

者
の
連
絡
先
や
連
絡
可
能
な
時
間
帯
を
保

護
者
と
共
有
し
、
一
部
の
学
校
で
は
保
護

者
間
で
連
絡
を
取
り
合
え
る
体
制
も
整
え

て
い
る
。
路
線
バ
ス
の
場
合
は
、
学
校
と

の
や
り
取
り
と
な
る
。

芸
備
線
再
構
築
協
議
会
に
お
け
る

庄
原
市
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

問答

通
学
区
域
の
広
域
化
に
伴
う
通
学
・

校
外
活
動
等
に
お
け
る
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
に
つ
い
て

問答

堀
ほり

井
い

　慎
しん

一
いち

朗
ろう

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

横
よこ

路
ろ

　政
まさ

之
ゆき

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

こども達が
　安心して学ぶために

要配慮者が
安心・安全に
避難できる
　　　体制を
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　
❶
避
難
所
支
援
や
広
報
活
動
等
で

女
性
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る

女
性
消
防
団
や
機
能
別
団
員
等
の
組
織
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

　
❷
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

自
主
防
災
組
織
や
民
生
委
員
等
と
の
連

携
、
地
域
全
体
で
防
災
力
向
上
を
目
指
し

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
が
必
要
で

は
。

　
　
　
❶
消
防
団
の
持
続
可
能
な
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
進

め
て
い
る
。
機
能
別
団
員
等
の
導
入
は
組

織
全
体
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
先
進
地
の

状
況
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
す
る
。
多
様

な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
入

団
促
進
に
取
り
組
む
。

　

❷
激
甚
化
す
る
災
害
に
対
応
す
る
た

め
、
平
常
時
か
ら
の
自
主
防
災
力
の
向
上

が
重
要
で
あ
る
。
増
加
傾
向
に
あ
る
防
災

士
な
ど
、
地
域
の
関
係
者
が
顔
の
見
え
る

形
で
情
報
共
有
や
連
携
が
で
き
る
場
や
仕

組
み
を
作
り
、
地
域
防
災
力
の
底
上
げ
を

図
る
。

　
　
　
地
域
を
一
番
理
解
し
て
い
る
支
所

を
中
心
と
し
て
各
地
域
と
の
協

議
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
地
域
が
将
来
像
を
描
き
努
力
し
続
け

て
き
た
も
の
に
対
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
と
し
て
市
が
協
力
体
制
や
実
装
に
至
る

過
程
を
伴
走
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
。

　
　
　
「
庄
原
版
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
推
進
に
向

け
、
住
民
主
体
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
提
案
等

を
モ
デ
ル
に
検
討
を
進
め
る
。
市
民
対
話

を
重
ね
、
行
政
や
住
民
、
事
業
者
等
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
。

本
市
に
お
け
る
地
域
防
災
の

�

あ
り
方
に
つ
い
て

問答

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

「PEACE-full

」
に
つ
い
て

問答

　
　
　
介
護
保
険
準
備
基
金
が
、
７
期
か

ら
９
期
に
か
け
て
大
幅
に
増
え

て
い
る
。
介
護
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
た

め
、
第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い

て
も
準
備
基
金
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
厚
生
労
働
省
が
、
適

切
な
保
険
料
設
定
に
留
意
す
る

よ
う
見
解
を
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
第
９
期
計
画
で

も
４
億
円
の
準
備
基
金
の
取
り
崩
し
を
前

提
と
し
て
保
険
料
の
算
定
を
行
っ
た
。
次

期
計
画
に
お
い
て
も
今
後
示
さ
れ
る
国
の

報
酬
改
定
に
基
づ
き
、
適
切
な
給
付
費
の

見
込
み
を
立
て
、
準
備
金
の
活
用
を
視
野

に
入
れ
た
適
切
な
保
険
料
を
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
県
の
自
然
環
境
課
は
、
最
短
で
も

令
和
10
年
度
中
の
工
事
完
了
を

目
指
し
て
い
る
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
解

決
に
向
け
て
力
を
尽
く
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
事
態
を
契
機
に
、
２
０

０
７
年
３
月
に
「
天
然
記
念
物
雄
橋
緊
急

調
査
報
告
書
」
で
提
言
さ
れ
て
い
る
、
雄

橋
野
呂
の
高
台
を
一
部
整
備
し
て
雄
橋
を

展
望
で
き
る
施
設
の
整
備
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　
帝
釈
峡
雄
橋
の
通
行
止
め
長
期
化

に
よ
る
観
光
業
へ
の
影
響
は
極

め
て
大
き
い
と
認
識
し
て
お
り
、
県
に
対

す
る
協
力
や
働
き
か
け
を
通
じ
、
可
能
な

限
り
早
期
の
再
開
に
向
け
て
取
り
組
む
。

　
展
望
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
や
自
然
保
護
の
観
点
か
ら
慎
重
に
精
査

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
映
像

の
活
用
な
ど
既
存
施
設
で
の
展
示
を
工
夫

し
、
自
然
環
境
学
習
の
推
進
に
努
め
る
。

第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

�

策
定
に
向
け
て

問答

帝
釈
峡
雄
橋
観
賞
ル
ー
ト
の

早
期
復
旧
と

�

今
後
の
利
活
用
方
針
に
つ
い
て

問答

谷
たに

口
ぐち

　隆
たか

明
あき

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

前
まえ

田
だ

　智
ち

永
え

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

早期復旧
のために
　全力を

住民の
努力を
　実現へ
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　
❶
比
婆
山
連
峰
エ
リ
ア
を
登
山
・

自
然
体
験
か
ら
宿
泊
、
飲
食
、
物

産
、
周
辺
観
光
へ
と
続
く
周
遊
・
滞
在
の

拠
点
と
し
て
、
一
体
的
に
設
計
し
て
い
く

考
え
が
あ
る
か
。

　
❷
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
に
と
ど
ま
ら

ず
、「
人
と
つ
な
が
れ
る
庄
原
」
と
い
う

体
験
価
値
を
核
に
据
え
た
観
光
の
基
盤
産

業
化
の
方
向
性
と
戦
略
は
。

　
　
　
❶
比
婆
山
連
峰
は
魅
力
的
な
資
源

だ
が
、
単
体
で
は
消
費
や
交
流
を

生
み
に
く
い
た
め
、
他
施
設
等
の
訪
問
も

あ
わ
せ
た
周
遊
の
仕
掛
け
が
必
要
で
あ

る
。
新
た
な
観
光
振
興
計
画
や
観
光
消
費

額
増
加
戦
略
の
策
定
に
お
い
て
、
ニ
ー
ズ

調
査
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
を
行
い
、

一
帯
の
周
遊
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を

進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
は
、
県
や
地

元
と
の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
❷
様
々
な
資
源
相
互
を
組
み
合
わ
せ
た

事
業
展
開
や
、
人
と
の
出
会
い
を
体
験
価

値
と
す
る
こ
と
は
大
切
な
考
え
方
で
あ

る
。

　
第
２
期
観
光
振
興
計
画
に
お
け
る
住
民

参
画
や
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
の
検
証
を
踏
ま

え
、
新
た
な
計
画
・
戦
略
の
中
で
さ
ら
な

る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
る
。
観
光
立

国
推
進
基
本
計
画
な
ど
国
の
政
策
と
も
連

動
し
、
積
極
的
な
観
光
誘
客
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

市
民
が
誇
れ
る
観
光
資
源
を

面
で
つ
な
ぐ
、
周
遊
・
滞
在
型

�

観
光
戦
略
に
つ
い
て

問答

　
　
　
猫
は
、
生
後
６
～
７
か
月
で
最
初

の
発
情
期
を
迎
え
、
妊
娠
か
ら
出

産
ま
で
の
期
間
は
約
２
か
月
で
あ
る
。
１

年
で
１
匹
の
母
猫
が
20
匹
以
上
の
子
猫
を

生
み
、
そ
の
翌
年
に
は
80
匹
以
上
に
増
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
、
非
常
に
強

い
繁
殖
力
を
持
っ
て
い
る
。

　
一
度
適
切
な
飼
育
状
況
を
外
れ
る
と
、

個
人
の
力
で
は
収
拾
が
つ
か
ず
、
飼
い
主

自
身
の
生
活
が
立
ち
い
か
な
く
な
る
多
頭

飼
育
崩
壊
に
陥
る
た
め
、
崩
壊
に
至
る
前

の
対
策
、
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
。
そ
の
一
歩
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
の

多
頭
飼
育
の
届
出
制
度
を
設
け
、
状
況
把

握
と
介
入
の
糸
口
づ
く
り
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
多
頭
飼
育
崩
壊
は
、
動
物
の
状
態

悪
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
悪
臭
や
騒

音
な
ど
の
周
辺
環
境
へ
の
悪
影
響
、
飼
い

主
自
身
の
生
活
悪
化
を
も
た
ら
す
深
刻
な

問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
動
物
の
適
切
な
飼
養
や
無
計
画

な
繁
殖
防
止
に
向
け
た
普
及
啓
発
に
努
め

て
い
る
が
、
提
案
の
あ
っ
た
「
多
頭
飼
育

の
届
出
制
度
」
を
本
市
独
自
で
導
入
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
な
指
導
助
言

や
立
ち
入
り
調
査
等
の
権
限
や
動
物
愛
護

管
理
施
設
を
有
す
る
県
を
含
め
た
体
制
整

備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
多
く
の
課
題
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
県
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深

め
、
動
物
愛
護
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
。
同
時
に
、
市
民
か
ら
の
個
別
相

談
に
は
、
庁
内
関
係
部
署
や
関
係
機
関
が

連
携
し
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

ペ
ッ
ト
の
多
頭
飼
育
崩
壊
を

未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
に
つ
い
て

問答

松
まつ

本
もと

　みのり 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

堀
ほり

内
うち

　富
とみ

夫
お

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

STOP！多頭飼育崩壊

つなぐ、庄原観光
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ここが聞きたい！

一般質問

　
　
　
市
内
各
自
治
振
興
区
に
対
し
、
避

難
者
の
受
け
入
れ
体
制
の
準
備

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
周
知
さ
れ
、
徹

底
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
広
域
避
難
の
受
入
体
制
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
度
に
避
難
所
候
補

施
設
な
ど
の
管
理
者
へ
個
別
訪
問
を
実
施

し
、
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
説
明
を

通
じ
て
一
定
の
理
解
を
得
て
い
る
。
実
際

の
受
け
入
れ
に
際
し
て
は
、
初
動
対
応
は

本
市
職
員
が
中
心
と
な
り
地
域
の
協
力
を

得
て
行
う
が
、
そ
の
後
は
順
次
、
松
江
市

の
職
員
や
避
難
住
民
に
よ
る
自
主
運
営
へ

と
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う

し
た
地
域
の
実
質
的
な
負
担
を
抑
え
る
運

用
の
流
れ
に
つ
い
て
も
共
有
を
図
っ
て
き

た
。

　
自
治
振
興
区
で
の
役
員
交
代
等
に
よ
り

改
め
て
説
明
が
必
要
な
場
合
は
、
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
。
今
後
も
継
続
的
な
情
報

提
供
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、
関
係

機
関
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
受
入
体

制
の
さ
ら
な
る
周
知
徹
底
に
努
め
る
。

島
根
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生
時

の
避
難
計
画
に
つ
い
て

問答

　
　
　
本
市
の
強
み
で
あ
る
重
層
的
な
歴

史
文
化
資
源
が
観
光
戦
略
に
十

分
活
か
さ
れ
ず
、
来
訪
者
の
「
歴
史
・
文

化
が
豊
富
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
は
４
・
５
％

に
と
ど
ま
る
。
第
３
期
観
光
振
興
計
画
で

は
歴
史
文
化
を
観
光
資
源
調
査
の
対
象
に

位
置
づ
け
、
戦
略
の
柱
の
一
つ
に
据
え
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
は
基
本
施
策
と
し
て
の

位
置
付
け
に
至
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
今
後
は
各
資
源
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

や
訴
求
力
、
集
客
力
に
加
え
、
市
内
で
の

消
費
効
果
な
ど
を
し
っ
か
り
と
評
価
す

る
。
そ
の
上
で
、
計
画
の
政
策
の
柱
や
施

策
体
系
づ
く
り
の
中
で
各
資
源
の
活
用
等

に
つ
い
て
整
理
し
て
い
く
。

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
と
ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク
を
連
携
さ
せ
た
公
共
施

設
管
理
の
ス
マ
ー
ト
化
に
よ
り
、
鍵
の
貸

出
・
返
却
に
係
る
職
員
や
地
域
の
管
理
者

の
負
担
軽
減
、
夜
間・休
日
の
無
人
運
用
、

24
時
間
予
約
受
付
、
災
害
時
の
迅
速
な
避

難
所
開
設
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
効
果
の

評
価
は
。

　
　
　
公
共
施
設
の
予
約
や
鍵
の
受
け
渡

し
に
お
け
る
利
便
性
向
上
と
管

理
業
務
の
効
率
化
は
、
改
善
す
べ
き
課
題

で
あ
る
。
現
在
策
定
中
の
第
３
期
行
政
経

営
改
革
大
綱
に
掲
げ
て
い
る
と
お
り
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
設
の
ス
マ
ー

ト
化
を
推
進
す
る
。
電
子
申
請
や
ス
マ
ー

ト
ロ
ッ
ク
等
の
導
入
に
よ
り
、
無
人
運
用

や
24
時
間
受
付
、
災
害
時
の
迅
速
な
避
難

所
開
設
な
ど
を
実
現
し
て
い
く
。

本
市
の
強
み
で
あ
る
歴
史
文
化
や

文
化
財
を
活
用
し
た
第
３
期
庄
原

市
観
光
振
興
計
画
策
定
に
つ
い
て

問答

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
に
よ
る
公
共
施
設

の
鍵
管
理
の
簡
素
化
に
つ
い
て

問答

吉
きっ

川
かわ

　遂
みち

也
や

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

福
ふく

山
やま

　権
けん

二
じ

 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

公共施設管理の
　　スマート化へ

原発事故時の
　避難受け入れ
　　体制を万全に
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ここが聞きたい！

一般質問
　
　
　
令
和
８
年
度
か
ら
の
「
庄
原
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
」
に
期
待
す
る

一
方
、
市
民
の
愛
着
度
低
下
や
観
光
地
と

し
て
の
認
識
不
足
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

「
庄
原
っ
て
こ
ん
な
ま
ち
」
と
い
う
共
通

認
識
が
持
て
て
い
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、

以
下
２
点
を
問
う
。 

　
❶
市
民
の
愛
着
度
や
幸
福
度
を
高
め
る

「
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
の
重
要

性
に
対
す
る
見
解
は
。

　
❷
市
民
自
ら
が
市
の
魅
力
を
語
る
こ
と

が
最
大
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な

る
。
誇
り
を
育
む
機
運
醸
成
へ
の
道
筋
を

ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
❶
市
民
や
職
員
が
本
市
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
な
ど
の
価
値
を
深

く
理
解
し
共
有
す
る
「
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
を
推
進
す
る
。
地
域
の
価
値

を
再
発
見
し
、
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
は
、

幸
福
度
向
上
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

外
部
へ
の
強
い
発
信
力
と
な
る
。
市
民
が

本
市
に
暮
ら
す
魅
力
を
再
認
識
し
、
誇
り

と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　
❷
市
民
自
身
が
本
市
の
最
大
の
フ
ァ
ン

と
な
り
、
日
常
の
言
葉
で
魅
力
を
語
る
こ

と
こ
そ
が
、
最
大
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。

　
こ
の
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
日
常
に

あ
る
魅
力
の
再
発
見
や
共
感
の
輪
を
広
げ

る
土
壌
づ
く
り
を
進
め
る
。具
体
的
に
は
、

情
報
発
信
の
手
法
を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
や
、
効
果
的
な
発
信
の
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心

に
検
討
し
、
地
道
に
推
進
し
て
い
く
。

庄
原
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

�

方
向
性
に
つ
い
て

問答

松
まつ

森
もり

　潤
じゅんぺい

平 議員

一般質問の
動画は� ▶
こちらから

　
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
活
躍
を

祈
り
ま
す
。

開
催
日　

４
月
23
日

■
議
員
特
別
表
彰 

　

議
員
24
年
以
上

�

福
　
山
　
権
　
二

　

議
員
12
年
以
上
　
　
　
　
　

�

五
　
島
　
　
　
誠

■
正
副
議
長
普
通
表
彰 

　

正
副
議
長
３
年
以
上

�

福
　
山
　
権
　
二

第
１
５
８
回

中
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

に
お
け
る
表
彰

代表挨拶　福山権二議員

表
彰

市民自らが庄原の魅力を
　　　　　　語れるまちに
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産業建設常任委員会　所管事務調査報告

― 農業振興計画策定および多様な担い手への支援等について ―

「攻める農業」と「守る農業」で　農地と担い手を未来へ

　産業建設常任委員会では、令和７年７月から令和８年５月
まで、「農業振興計画策定および多様な担い手への支援等に
ついて」を所管事務調査のテーマとして、計７回にわたり調
査・協議を行いました。国の農業基本法改正に伴う政策転換
を踏まえ、令和８年度を始期とする第３期庄原市農業振興計
画の策定状況を執行部から聴取し、多様な担い手の確保、遊
休農地対策、新たな補助金体系などについて議論を重ね、委
員会の意見の反映に努めました。

◆�戦略型成長農業（攻める農業）　スマート農業等の活用により集積・経営改善・規模拡大を図
り、「儲かる産業」として事業者の拡大をめざします。主業経営体の所得500万円、販売額1,000
万円以上の経営体の割合を10年後に19％以上とすることなどを目標としています。

◆�地域承継型農業（守る農業）　農作業受託による農地保全、産直市等での消費促進、生きがいと
しての農産物生産などを通じ、５年後の経営耕地面積80％以上の維持をめざします。兼業・小規
模農家も「農地の守り手」として担い手に位置づけられました。
　�　あわせて、スマート農業推進事業、農業機械導入支援事業、自給食糧生産応援事業（草刈り機
等）など、二本柱に対応した新たな補助金制度が創設されました。

　委員会は、二本柱を本市の実態に即した内容と一定評価する一方、「補助金があっても利用者が
いなければ効果は生まれない」として、担い手の確保・育成を最大の課題と位置づけ、次の３点を
提言しました。

　調査の経過

　第３期農業振興計画の二本柱

　委員会の提言

年月日 主な内容
令和７年  7月15日 調査方針の決定（多様な担い手・農業機械リース等の支援）
令和７年  8月  8日 現状課題の整理（法人化・規模拡大、担い手確保、遊休農地、有機農業）
令和７年10月15日 計画骨子案の検討（「戦略型成長農業」「地域承継型農業」の二本柱）
令和７年12月12日 施策体系・目標水準（ＫＰＩ／ＫＧＩ）、水田政策、販路拡大
令和８年  2月16日 計画案の詳細、労働力不足対策、産直市の活性化
令和８年  3月  4日 新たな農業補助金制度、申請手続の簡素化・電子化
令和８年  5月14日 調査のまとめに向けた協議

1
農�林振興公社による作業受託の推進と実効性の確保

担い手不足の農地を維持するため、公社による農作業受託の範囲拡大と、その機能を十分に発揮でき
る体制整備を注視し、必要な支援を行うこと。

2
確�実な情報伝達と手続の簡素化　

補助制度の情報が届きにくい層へのプッシュ型の周知を徹底するとともに、ペーパーレス化・電子申
請を積極的に推進し、農家と事務方双方の負担軽減を図ること。

3
現�場の声の継続的な聴取　

計画始動後も、農業法人・営農集団・小規模農家などの意見を直接聴く機会を継続的に設け、米価等
の変動に応じた柔軟な検証・見直しを行うこと（策定５年目の中間見直しと連動）。

　申請手続の煩雑さや、単年度事業における納期と現場スケジュールの乖離など、運用面の課題も指摘され
ました。制度が現場で本当に使われ、意図どおり機能するのか。委員会として今後も推移を見守り、現場の
声を市政に届けてまいります。� 【記事作成　吉川　遂也】

　委員長より
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　７月６日（月）、議会広報アドバイザーの矢嶋洋美氏を講師にお招きし、『議会広報誌のよ
りよい作り方～読者目線×編集者目線で磨く「伝える力」～』と題して、研修会を開催しま
した。
　議会だよりは、単なる活動の「報告書」ではなく、市民の皆様
と議会をつなぎ、市の課題を共有し、一緒に考えるための大切な
「コミュニケーションツール」。

「もっと読みたくなる」議会だよりへ！

　「しょうばら市議会だより」を手に取っていただき、ありがとう
ございます。
　広報委員会では、皆様に「次のページもめくりたい」と思ってい
ただけるよう、リニューアルに向けて動いています！

　議員と市民は、持っている情報量が違うと言われています。皆様の生活に直結している市の
課題を、議員と市民の皆様が一緒に「自分ごと」として捉えていけるよう、工夫を重ねていき
ます。

「議会だよりは、皆様との対話の入り口です」
　どんなにデザインが綺麗でも、肝心なのは中身です。単なる会議の風景写真ではなく、
現場のリアルな写真を採用し、議員自身の視点や思いを直接記事に込め、議会の「意思」
をお届けします。

■ 「伝える」から「伝わる」へ

■ 「自分ごと」になる誌面づくり

あなたの声を聞かせてください！

「こんな記事が読みたい」

「議会だよりを読んでこう思った」

市民の皆さまと一緒によりよい議会だよりをつくってまいります。

こちらのQRコードから
▼

広報委員会　前田　智永

全議員意見を出し、熱意ある会場講師の矢嶋先生 他市町を参考に

議会の視点！
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議会ＨＰ
ＱＲコード

日程は次のとおりです。ご都合の良い日にご参加ください！

開 催 日 開会時間 開催地域 開 催 場 所 意見交換テーマ 担当班地域 地区

８月25日（火） 19：00～ 庄原 庄原 庄原自治振興センター ・地域の歴史的自然遺産「庄原クジラ」
を活用したまちづくりの推進について ２班

10月 ９日（金） 19：00～ 西城 西城 西城自治振興センター （検討中） ４班

10月14日（水） 19：00～ 口和 全域 口和自治振興センター ・安心安全な地域づくり ２班

10月23日（金） 19：00～ 庄原 峰田 峰田自治振興センター ・人口減少の現状と関係人口の増加に
向けて ３班

10月23日（金） 19：00～ 東城 田森 田森自治振興センター ・自治振興区の今後のあり方等について ４班

10月28日（水） 19：00～ 東城 東城 東城自治振興センター

・～「議会とは」を考える～
地方自治における議会の役割とあり方
について
地域づくりにおける議員の関わり方に
ついて
議員定数における女性枠の設定について

３班

10月30日（金） 19：00～ 庄原 山内 山内自治振興センター ４班

10月30日（金） 19：00～ 東城 新坂 新坂自治振興センター ・地域公共交通の現状と課題 １班

10月30日（金） 19：00～ 庄原 敷信 敷信自治振興センター （検討中） ３班

11月 ４日（水） 19：00～ 庄原 東 東自治振興センター ・自治会の課題について ４班

11月 ４日（水） 19：00～ 庄原 高 高自治振興センター ２班

11月 ５日（木） 19：00～ 庄原 北 北自治振興センター ・10年先の庄原市を見据えて １班

11月10日（火） 19：00～ 高野 全域 上高自治振興センター ・定住住宅の建設について ４班

11月18日（水） 19：00～ 東城 小奴可 小奴可自治振興センター （検討中） ３班

　※開催済みの会場については、省略しています。 

市民と語る会の開催日程

　５名以上でお申し込みいただければ、議員がお伺いし、意見交換をさせていただく「市民と語
る会　井戸端スタイル」も受け付けております。是非ご利用ください。（お申込み手続き等、詳
細は以下のQRコードからご確認ください。）

１班
◎谷口　隆明
　近藤　久子
　宇山　茂之
　桜田　亮太
　青山　　学

２班
◎福山　権二
　横路　政之
　五島　　誠
　國利　知史
　松森　潤平

３班
◎松本　みのり
　吉川　遂也
　岡野　　茂
　堀内　富夫
　木山　義仁

４班
◎前田　智永
　徳永　泰臣
　桂藤　和夫
　堀井　慎一朗

■ 各班の構成 ■　　  わたしたちがお伺いします！　　　　  （◎班の代表者）

警報発令や災害等による開
催延期・中止の判断は開会
時間の２時間前までに決定
します。

今年も語る会開催中！　ぜひ、これからの庄原市の話をしましょう！
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日にち 主な会議名
９月  2日（水） 本会議
９月  7日（月） 本会議【一般質問】
９月  8日（火） 本会議【一般質問】
９月  9日（水） 本会議【一般質問】
９月29日（火） 本会議

主な日程（予定）９月定例会の ※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（☎0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。

本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用く
ださい。
傍聴お待ちしております。

5・6・7月

  8日	議会運営委員会
	 地域生活交通に係る調査特別委員会
14日	産業建設常任委員会
	 産業建設常任委員会管内視察
22日	総務経営常任委員会
	 総務経営調査会
	 教育民生調査会
26日	議員全員協議会
29日	教育民生常任委員会行政視察

  1日	議会運営委員会
  8日	議会運営委員会

	 第３回市議会定例会� 初日
	 予算決算常任委員会
  9日	総務経営常任委員会
10日	予算決算常任委員会
	 地域生活交通に係る調査特別委員会
15日	産業建設常任委員会
22日	第３回市議会定例会� 2日目
23日	第３回市議会定例会� 3日目
	 議会運営委員会
24日	第３回市議会定例会� 4日目
	 教育民生常任委員会
26日	議会運営委員会
	 第３回市議会定例会� 最終日
	 議員全員協議会

	 議会広報委員会
	 総務経営常任委員会
29日	議会広報委員会

  6日	議会広報委員会
10日	総務経営常任委員会
23日	議会広報委員会
24日	議会運営委員会
	 総務経営常任委員会行政視察

６ 月

７ 月

庄原市議会 中継 検索

　今回の表紙写真は、熊野の大ト
チです。見開きで特集を掲載して
おりますので、ぜひご覧ください。

《表紙写真の説明》

議会の動き
５ 月


